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野村ワールドスター オープン 

運用報告書(全体版) 
 

第42期（決算日2018年１月24日） 
 

作成対象期間（2017年７月25日～2018年１月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（ロング・ショート型） 

信 託 期 間 1995年１月25日から2020年１月24日までです。 

運 用 方 針 

世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープンと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託である野村
ワールドスター オープン マザーファンド受益証券に投資し信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。運用に
あたっては、次の投資視点に留意し積極的に運用を行うことを基本とします。 

○ａ グローバルにみた成長性 

○ｂ 先進国市場では投資タイミングに機敏に対応 

○ｃ 各国の景気サイクルの相異に着目した資産別アロケーション 

○ｄ 時宜を得たテーマや投資対象 

主な投資対象 

野村ワールドスター  
オープン 

主として世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープン マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

世界各国の株式および債券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村ワールドスター  
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益（評価益を含みます。）等から基準価額水準、市況動向、残
存信託期間等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ワールドスター オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

純 資 産 
総 額 

騰落率（６ヵ月間） 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 間 末 基準価額 ベンチマーク 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円  ％ ％ 

38期(2016年１月25日) 7,554 0 △13.1 50.1 49.8 3,745 2015年12月末 △ 3.6 △1.9 

39期(2016年７月25日) 8,411 0 11.3 48.9 69.8 4,096 2016年６月末 △ 3.9 △4.6 

40期(2017年１月24日) 9,003 0 7.0 51.6 54.1 4,119 2016年12月末 13.0 9.9 

41期(2017年７月24日) 9,767 0 8.5 53.9 30.3 4,043 2017年６月末 7.2 6.2 

42期(2018年１月24日) 10,994 45 13.0 53.8 42.8 4,306 2017年12月末 9.3 8.3 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 当ファンドのベンチマーク（＝MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース））は、営業日前日のMSCI World Index Free（現

地通貨ベース）をもとに、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。 

 MSCI World Index Free（現地通貨ベース）は、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI

に帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

＊ ベンチマークの騰落率の算出については、ベンチマークデータ取得の都合上、月末ベースにしております。 

（出所：MSCI、ブルームバーグ） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

騰落率(2017年６月末比) 

 騰 落 率  基準価額 ベンチマーク 

(期  首) 円 ％ ％ ％  ％ ％ 

2017年７月24日 9,767 － 53.9 30.3    

７月末 9,751 △ 0.2 53.5 30.1 2017年７月末 1.2 1.2 

８月末 9,658 △ 1.1 52.2 42.0 2017年８月末 0.3 0.4 

９月末 9,988 2.3 52.6 32.5 2017年９月末 3.7 2.7 

10月末 10,190 4.3 54.3 35.9 2017年10月末 5.8 5.4 

11月末 10,280 5.3 53.9 41.6 2017年11月末 6.7 6.5 

12月末 10,530 7.8 54.5 45.9 2017年12月末 9.3 8.3 

(期  末)        

2018年１月24日 11,039 13.0 53.8 42.8 － － － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比および2017年６月末比です。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ワールドスター オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年７月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2017年７月24日）の値

が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界株指数を運用ベンチマークとする当ファンドの基準価額（分配金再投資）は、株式市場

上昇の恩恵を受け、期中に13％程度上昇しました。基準価額変動の主な要因を以下に記します。 

 

（株式運用／＋）主要投資対象資産である世界株式市場が上昇したことが、プラスに働きました。

個別銘柄選択効果を除いた基準価額押し上げ効果は13％程度になりました。 

 

（債券運用／＋）主要国の金利が上昇する環境下で、概ねの期間において先進国長期債を売り

持つ戦略をとっていたことが、基準価額を0.5％程度押し上げました。 

 

（通貨運用／－）為替ヘッジコストがマイナスに働きました。結果的に通貨運用全体では基準

価額を0.5％程度押し下げることになりました。 
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野村ワールドスター オープン

（銘柄選択／＋）株式では主に日本において、当該地域の株価指数を上回るリターンを上げた

ことが、1.0％程度基準価額を押し上げる効果を生みました。日本の事業債投

資による銘柄選択効果は小幅に留まりました。 

個別銘柄選択効果全体では基準価額を1.0％程度押し上げました。 

 

その他、信託報酬・売買コスト等は基準価額を0.8％程度押し下げました。 

 

○投資環境 

米国トランプ大統領の掲げる税制改革に対する期待やその反動、2017年10月の日本の衆議院

選挙等の政治的なニュースの他、中東や朝鮮半島における緊張の高まりやOPEC（石油輸出国

機構）の協調減産に対する期待、英国のEU（欧州連合）離脱交渉の進展等が市場の関心を集め

ました。そのようなイベントやニュースに反応して市場が上下する中でも、期を通じて市場に

影響を与えたと思われるのが欧米の金融政策です。景気好調の継続が、インフレ率の回復を招

き、それがやがて本格的な金融引締局面への移行につながるという一連の流れが、どれほどの

スピードで生じ、或いは生じないのかという議論が、金融当局でも市場でも喧しかったです。 

 

米国ドルの対主要国レートは、政策期待の低下から期首より下落傾向に陥る一方、欧州や北

欧、カナダなどその他の国の通貨は景気の堅調さに注目が集まったことにより対ドルで上昇し

ました。米国において雇用統計等の経済指標が好調にも関わらず物価の伸び率が鈍いことから

金融当局者が緩やかなペースの利上げしか行わないだろうとの見方が市場の大勢を占めたた

め、短期金利の上昇とは対照的に長期金利が限定的な変化にとどまったこともドル安の背景の

一つです。長期金利の安定はまた、景気好調を支え、結果として株価や事業債価格上昇の追い

風にもなったと考えられます。 

勿論、米国をはじめ世界的に株価が大きく上昇したのは金利低下によるものだけではなく、

背景には2016年前半までの停滞状態を抜け出して、再び拡大の足取りを強めた世界景気があっ

たことは言うまでもありません。９月以降は、米国の税制改革法案の進展も株高の流れに棹差

す役割を演じた結果、主要国の株価指数には史上最高値を更新するものも多く、日本でも日経

平均株価が26年ぶり高値を更新しました。 

欧州に目を転じると、景況指数が好調を維持していること等を背景に為替市場でユーロが多

くの通貨に対して上昇しました。ドイツの長期債利回りは金融緩和の継続決定から2017年12月

中旬までは低下していたものの、それ以降はECB（欧州中央銀行）のタカ派的な政策に警戒し

て上昇しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドは［野村ワールドスター オープン マザーファンド］の受益証券を主要な投資対

象としています。なお、運用経過中の組入比率、為替ヘッジにつきましては、野村ワールドス

ター オープンが保有する実質比率を記載しています。 

 

＜資産配分＞ 

前期末時点の資産配分は、株式87.1％、債券－28.7％でした。期中のそれぞれの動きは以下

の通りです。 

 

・実質株式組入比率 
 

 

 
（注）DR（預託証書）は国籍の国に含めています（以下同じ）。 

（注）株式には投資信託証券を含みます。 

 

 

 
 

・実質債券組入比率 
 

 
 

 
 

 
 

・債券デュレーション  ・通貨配分 
 

  
（注） デュレーションとは金利がある一定の割合

で変動した場合、債券の価格がどの程度変化

するかを示す指標です。この値が大きいほど

金利変動に対する債券価格の変動率が大き

くなります。 
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野村ワールドスター オープン

【株式】 

期初から10月末ごろまでは、株式市場が実際の景況よりも少し先の景況を織り込んで値動き

する傾向があることを考慮すると、更に株式市場が上昇を続けるには景気拡大の伸びしろが足

りないと判断していたことに加えて、先進国の金融政策がタカ派転換することを警戒していた

ことから、平均90％程度とベンチマークに比べて少な目の株式組入比率としていました。景気

拡大が続くが故に金融政策が引締局面へ移行しやすいと考えたためです。特にマイナス金利や

量的緩和などの金融緩和政策で支えられてきた欧州（特にユーロ圏）の株式については、金融

引き締めが意識される場合にはそのインパクトが大きくなることを想定してベンチマークと

比べて少ない配分比率にしました。 

しかし、想定外にインフレ率の上昇が鈍いことや、欧米の金融当局者の姿勢が依然として景

気や市場に配慮を示したものだったことを受けて、更なる景気拡大や株式上昇の余地がまだあ

るとの判断から株式の投資比率を増やしていきました。期末時点では、株式組入比率をほぼ

100％としています。 

 

【債券】 

期を通じて、デュレーション※換算で－３～－４年程度の、金利上昇に備える投資姿勢を維

持しました。 

米国債券投資に関しては、景気の改善を背景とした賃金やインフレ率の回復が、FRB（米連

邦準備制度理事会）の連続利上げを促すことを想定して、期待インフレ率が上昇する場合に価

格上昇を期待しやすい物価連動国債の保有を行う一方で、金利上昇を見込み普通国債を売り持

つ戦略をとり続けました。 

さらに【株式】欄で述べたように、米国だけでなくECBによる量的金融緩和縮小も、無視で

きるほど遠い将来のことではないとの判断を持つに至ったため、欧州債もデュレーションをマ

イナスに維持しました。 

 
※金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価

格の変動率が大きくなります。 

 

期末の資産配分は、ベンチマークの株式100％に対して株式99.9％、債券13.6％としています。 

 

＜株式・債券の地域別配分等＞ 

【株式】 

期を通じて、米国株式をオーバーウェイト（ベンチマーク対比で多目の組入比率）とする一

方、ユーロ圏の株式や日本株式をアンダーウェイト（ベンチマーク対比で少な目の組入比率）

に維持しました。日本・欧州において金融緩和政策の出口が市場で意識されることに警戒した

ためです。また、ベンチマークには含まれない新興国株式については、期初から10月末にかけ

ては、先進国の金融政策が引き締めに転じること等に警戒して売り持ちとしていたものの、11
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野村ワールドスター オープン

月以降は買い持ちに転じました。中国等の新興国景気に拡大余地があると判断したことがその

背景です。 

 

【債券】 

期を通じて、米国債を中心としつつ、欧州国債や日本国債も売り持ちを維持しました。米国

については、景気改善を背景とした利上げ観測の高まりに備えて米国債を売り持つ一方で、期

待インフレ率の上昇を見込んで物価連動債の買い持ちを維持しました。また、欧州や日本国債

についても、景気改善を背景としたインフレ率の上昇が、金融緩和の解除を促すと予想したた

め、売り持つ戦略を維持しました。 

 

＜実質外貨比率、通貨配分＞ 

今期の為替ヘッジ後実質外貨比率は期中平均で約2.7％でした。 

外国通貨の中では、期初から８月末にかけて、金融緩和の出口が意識されるユーロが上昇す

るとの予想から、ユーロを買い持つ一方、米ドルを売り持つ戦略をとりました。９月以降は、

EU離脱交渉の難航が経済にとって重石となると考えたため、英国ポンドを売り持ちとしまし

た。その後、世界景気拡大や資源価格上昇を見込んだことから、オーストラリア・ドルやカナ

ダ・ドルなどの資源国通貨を買い持つ戦略をとりました。 

期末時点の為替ヘッジ後実質外貨比率は3.3％としました。 

 

今期の［野村ワールドスター オープン］における［野村ワールドスター オープン マザー

ファンド］の平均組入比率は99.8％でした。 
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野村ワールドスター オープン

  
 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では1.3％のプラス 

'17年７月24日から'18年１月24日までの基準価額（分配金再投資）の騰落率は13.0％と、ベン

チマークであるMSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース）のリターン11.7％を

およそ1.3％ポイント上回りました。 
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野村ワールドスター オープン

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

・株式投資において、日本の個別銘柄選択が該当地域の株価指数リターンを上回ったこと。 

・債券投資において、先進国の長期年限の金利が上昇するとともに米国の期待インフレ率が上

昇した環境下、先進国債券を売り持つ一方で米国の物価連動債を買い持つ戦略をとっていた

こと。 

 

（マイナス要因） 

・通貨戦略において、９月以降に英国ポンドの売り持ちを拡大する等、個別通貨の選択が適切

でなかったこと。 

 

【アクティブリスクの取得について】 

主要投資対象である株式を、基準配分である100％に対して、80％～100％程度の範囲でコン

トロールしました。 

一方、当ファンドのベンチマークには含まれない債券投資を、先物を活用しながら活発に

（期中平均デュレーション－４年程度）行いました。また、外国通貨についてはベンチマーク

における投資比率が０％であるのと同様、ファンドでも期中平均比率を2.7％程度に抑制して

いたものの、買い持つ通貨（期中最大９％程度）と売り持つ通貨（期中最大10％程度）を組み

合わせるなど通貨の選択において積極的なリスク取得を行いました。 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の収益分配については、利子・配当等収入、信託報酬などの諸経費を勘案して分配

を行いました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第42期 

2017年７月25日～ 
2018年１月24日 

当期分配金 45  

(対基準価額比率) 0.408％ 

 当期の収益 45  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,654  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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◎今後の運用方針 

［野村ワールドスター オープン マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

世界景気が現在の拡大局面に転じてからすでに８年以上経過しているものの、2015年の米ド

ル高・エネルギー価格急落に端を発するとみられる一時的な中だるみが逆に活力の温存効果と

なったかのように、現在では再び先進国が新興国を主導する形で地域を超えた景気拡大が広

がっています。 

現在の世界景気を牽引してきた米国の経済指標を多方面から分析したところ、向こう１-２

年以内の景気後退を示唆するような成熟はほとんど観察されません。一方、先進国に対してや

や劣後してきた新興国景気には各国の経済・政治状況に差こそ見られるものの、商品市況の回

復とインフレ率の安定により、全体的には景気拡大余地が依然小さくないと判断しています。

短期的に注意を要するとすれば、堅調な消費と好調な住宅市場に支えられてこのところ予想を

上回る経済成長を実現していた中国において、当局の引締政策が成長率を鈍化させることで

しょうか。 

いずれにせよ、現在の世界景気拡大は未だ中盤にさしかかったところに位置するに過ぎない

と考えています。 

ただし中盤に位置することは、コモディティなど一部の資産には好都合ながら、代表的なリ

スク資産である株式や、非投資適格債券等にとっては必ずしも好都合ではなく、長期金利上昇

によってリスク資産価格が一時的にせよ下落に転じやすい局面であることには注意が必要です。 

これまでのところ、市場が注目する主要国の中央銀行が超緩和的政策から舵を切ることに対

して非常に慎重なことが味方して、長期金利は落ち着いた動きを続けています。しかし、その

前提条件であるインフレ率の低位安定に、金融当局と市場のいずれか片方でも疑いを持った場

合には、長期金利は上昇するものと見られ、現在の世界景気はこの誘因となるに十分なほど温

まっていると考えています。 

 

●株式 

世界景気が全般的にすでに好調で、一段の加速を望める局面ではなくなっているものの、市

場を転換させるような金融当局のインフレ目標達成の兆候が見られない限りは、株式市場は安

定推移すると見られます。そのため、しばらくは期末時点と同程度の100％前後のウェイトを

維持する方針です。ただし、インフレ率加速の兆候が見られた場合には、金融引き締めが意識

されることによって市場は一時的にせよ、下落することが想定されるため、その場合は株式の

比率を下げる方針です。 

国・地域配分においては、資源輸出国であるカナダ、オーストラリア、ノルウェー等の株式

を増やす方針です。これらの国の株式は、上記の投資環境見通しで述べたような商品市況の回

復によって利益が得られやすいためです。一方で商品市況の回復が本格化した場合には、イン

フレ率が上昇して中央銀行が金融引き締めを本格化することが考えられます。その場合、市場
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が織り込んでいるペースを上回って米国が利上げする場合には新興国からの資金流出が懸念

される他、ECBが金融緩和を終了して利上げが視野に入る場合にはユーロ高が重荷になって

ユーロ圏の株式も上値が重くなることが想定されます。そのため、インフレ率上昇の兆候が見

られる場合には、期末時点では買い持ちとしている新興国株式の組入比率を引き下げることに

加えて、ユーロ圏株式をベンチマークと比べて少な目の組入比率にする方針です。 

 

●債券 

引き続き、先進国債券価格の下落を見込んだ投資姿勢をとる方針です。米国において短期金

利上昇にもかかわらず長期金利が安定していることや、ドイツにおいて中期年限までのマイナ

ス金利がすっかり定着していることの背後には、近い将来のインフレ率や名目成長率、延いて

は政策金利上昇余地に関する過小評価があると考えています。しかし、インフレ率が加速上昇

することによって、この評価が崩れることを想定しています。そのため、先進国の普通国債の

売り持ちを維持しながら、こうした環境下で比較優位な物価連動債の組入れを維持する方針です。 

物価連動債とはその名の通り物価に連動して額面が調整される債券のことです。債券発行後

に物価が前年に比べて５％上昇すれば、仮に発行時の額面100万円の債券は105万円に調整され

る仕組みです。物価連動国債市場では今後の物価上昇率の予想を伴って取引がなされていま

す。ブレイク・イーブン・インフレ率（BEI）と呼ばれる指標です。このBEIが上昇すれば普通

国債よりも高い収益を上げることが可能です。今後は今までの景気回復効果が徐々に物価へ波

及してインフレ率が上昇していくことを見込むため、物価連動国債の保有を継続する方針です。 

 

●通貨 

当ファンドの運用ベンチマークは、為替ヘッジを行った株式指数です。当面はこれと大きく

乖離させず、外貨比率を数％以内に抑制する方針です。ただし、外国通貨の選択においては買

い持ちと売り持ちを組み合わせた戦略を行います。通貨に関しても「株式」同様に資源価格上

昇が通貨高につながりやすいカナダ・ドル、オーストラリア・ドル等を買い持つ方針です。ま

た、今後金融緩和からの出口がテーマになるであろうユーロも買い持つ方針です。その一方で、

EU離脱交渉が難航することが経済にダメージを与えると予想される英国ポンドを売り持つ方

針です。 

 

（文責：運用担当ポートフォリオマネージャー） 

 

［野村ワールドスター オープン］ 

主要投資対象であります［野村ワールドスター オープン マザーファンド］の組み入れを高

位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年７月25日～2018年１月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 78  0.773  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (29)  (0.289)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (44)  (0.436)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.049)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.079   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 3)  (0.030)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 5)  (0.046)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.010   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.010)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 7   0.072   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 6)  (0.060)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.010)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 94   0.934    

期中の平均基準価額は、10,066円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2017年７月25日～2018年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールドスター オープン マザーファンド 37,332 75,400 175,673 350,100 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2017年７月25日～2018年１月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,398,500千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,164,325千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.64   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年７月25日～2018年１月24日) 

 

＜野村ワールドスター オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールドスター オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 593 26 4.4 804 29 3.6 

公社債 359 100 27.9 182 － － 
株式先物取引 16,116 1,635 10.1 15,685 1,541 9.8 
債券先物取引 17,683 755 4.3 16,101 905 5.6 
為替先物取引 5,705 49 0.9 5,808 － － 
為替直物取引 273 － － 554 49 8.8 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,210千円 
うち利害関係人への支払額（B） 139千円 

（B）／（A） 4.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2018年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 2,119,196 1,980,855 4,298,060 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2018年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 4,298,060 98.6 

コール・ローン等、その他 60,419 1.4 

投資信託財産総額 4,358,479 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールドスター オープン マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,732,244千円）の投資信託財産総額（4,410,818

千円）に対する比率は61.9％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝110.28円、１カナダドル＝

88.76円、１英ポンド＝154.61円、１スイスフラン＝115.20円、１スウェーデンクローナ＝13.76円、１ノルウェークローネ＝14.08円、１デ

ンマーククローネ＝18.20円、１ユーロ＝135.48円、１ズロチ＝32.54円、１香港ドル＝14.10円、１シンガポールドル＝83.79円、１バーツ＝

3.47円、１ウォン＝0.103円、１豪ドル＝88.20円。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,358,479,182   

 コール・ローン等 60,418,530   

 野村ワールドスター オープン マザーファンド(評価額) 4,298,060,652   

(B) 負債 51,809,033   

 未払収益分配金 17,627,327   

 未払解約金 2,639,309   

 未払信託報酬 31,475,887   

 未払利息 69   

 その他未払費用 66,441   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,306,670,149   

 元本 3,917,183,823   

 次期繰越損益金 389,486,326   

(D) 受益権総口数 3,917,183,823口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,994円 
 

（注）期首元本額は 4,140,185,971 円、期中追加設定元本額は

190,967,410円、期中一部解約元本額は413,969,558円、１口当た

り純資産額は1.0994円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額4,117,176円。（野村ワールド

スター オープン マザーファンド） 

○損益の状況 (2017年７月25日～2018年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        963   

 その他収益金 4,251   

 支払利息 △      5,214   

(B) 有価証券売買損益 520,889,280   

 売買益 538,588,419   

 売買損 △ 17,699,139   

(C) 信託報酬等 △ 31,542,328   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 489,345,989   

(E) 前期繰越損益金 472,460,146   

(F) 追加信託差損益金 △554,692,482   

 (配当等相当額) (   95,352,441)  

 (売買損益相当額) (△650,044,923)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 407,113,653   

(H) 収益分配金 △ 17,627,327   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 389,486,326   

 追加信託差損益金 △554,692,482   

 (配当等相当額) (   95,539,609)  

 (売買損益相当額) (△650,232,091)  

 分配準備積立金 944,178,808   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年７月25日～2018年１月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年７月25日～ 
2018年１月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 24,419,238円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 464,926,751円 

c. 信託約款に定める収益調整金 95,539,609円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 472,460,146円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,057,345,744円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,699円 

g. 分配金 17,627,327円 

h. 分配金(１万口当たり) 45円 

 

  



品 名：90001_140153_042_03_野村ワールドスター オープン_708428.docx 

日 時：2018/2/21 12:40:00 

ページ：15 

 

－ 15 － 

野村ワールドスター オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 45円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信用リスク集中回避のための投資制限に関する所要の約款変更を行いました。 

 ＜変更適用日：2017年10月19日＞ 
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